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We carried out the measurement of “Infra-red sky background”, “Pracipitable Water Vapor (PWV)”, and “Seeing” at Dome 
Fuji station during 2010-2011 summer. From these results, we stood that Dome Fuji is one of the best site on Earth. 
 
ドームふじ基地の天文学的な観測条件調査として「赤外線での空の明るさ」「大気水蒸気量」「シーイング」の
測定を 52 次隊で実施した。測定の結果、赤外線での空の明るさはハワイ・マウナケア山頂に比べ約 100 倍明るか
った。この原因としてダイヤモンドダストによるミー散乱と考えられる。なお極夜期にはこの強い散乱が天体観
測に与える影響はほとんど無いこともわかった。大気水蒸気量の測定からは可降水量(PWV)は夏期のドームふじで
0.6mm と、地上最高と言われるチリ・アタカマ高原の 2.0mm に比べて大幅に少ないことが分かった。シーイング













調査は 48 次隊へ観測を委託して以来、51 次隊からは毎年隊員を派遣して調査を進めている。52 次隊では 2011 年
1 月 12 日～29 日にかけてドームふじ基地に滞在し、冬期の無人天体観測の為の装置の設営と夏期のサイト調査を
実施した。以下に 52次隊で得られたドームふじ基地の天文学的な観測条件調査結果を示す。 

































レーションにより南極大陸内陸高原では地上数 10m の接地境界層の上では 0.3 秒角のシーイングが得られると
期待されている。そこで夏期・雪面上でのシーイング観測を実施した。観測の結果シーイングは統計的に 2 つ
のモードをもち、それぞれ 0.72±0.14 秒角、1.3±0.43 秒角が期待されることが分かった(Figure 3.)。また 17 時に














Figure 4. (図上) 1時間毎の平均シーイング。横軸時刻で縦軸がシーイング値(秒角)を
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